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算所の浅間行事　― 算所 ―
　ある年のことです。田植えも終り、梅雨時というのに大変な日
照りが続き、せっかく植えた苗も枯れそうになり、お百姓さんた
ちは困りはてていました。
　くる日もくる日も日照りのため、あちこちで水争いが起ってきま
した。
　村人たちがケンカしていても雨は降って来ません。みんなで力
を合わせてなんとか雨が降るようにと冨士浅間神社の神さまに手
を合わせました。
　けれども若者たちは、元気があります。じっと祈って待つばか
りではいられなくなったのです。
　若者たちは、立ち上がりました。そして、川底のみえかけてい
る祓

はらいがわ

川で水ごりをとり、村の権
ごん

現
げん

松
まつ

までホラ貝を吹きながら「冨
ふ

士
じ

詣
まい

り道
どう

中
ちゅう

宿
やど

歌
うた

」を唄いました。このさわぎで、村の人達が集まっ
て来ました。
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　みんなで権現松を中心に輪をつくり、踊り出しました。若者た
ちは真剣になって再び祓川に入り、東の方冨士を向いて
「ノーマクサンマンダバザラ……」
と唱え、続いて西の権現松に向って
「センゲ　センゲ」
と言いながら水ごりをとったのでした。
　そのあと、権現松に昇り竹のヘイを松に結び祈ったのです。
　するとどうでしょう。めぐみの雨がどっと降ってきたのです。
　若者たちの力強い願いが神様に通じたのです。
　枯れかけた苗も生き返り、お百姓さんたちは喜んで田の草取り
を始めました。
　それからは、どんな大日照りでも、こうしてお祭りをすると、
必ず雨が降るといい伝えられてきました。
　これが、算所の浅間行事といわれ、毎年六月三十日に行なわれ
ています。
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